
ともに創ろう !! ふるさと片品
小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ

人口と世帯（平成31年1月1日現在）1,660世帯（+3）男2,116人（-7）女2,277人（-4）計4,443人（-11）
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片品村中学生議会　開催！
　１１月３０日（金）役場２階議会議事堂にて、
中学生議会が行われました。
　中学校３年生が議員となり、村の観光や農業、
福祉などについて片品村長に質問や提案を行い
ました。

（撮影：１１月３０日）
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おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』
笠原　利作さん (80)・サダさん (78)　ご結婚されて５６年　お住まい（越本）

◉ 若いころの思い出
　《夏場は畑仕事をして、ホップなどあらゆる物を作っ
ていた。かたしな高原スキー場がオープンするのと同
時に、共同でロッジを運営してきた。お客さんが多く
大変賑わっていたから、生活ができたよね。》と、笑
顔で話してくれるサダさん。
　《若いときには、夏は山仕事をして岩鞍スキー場の
開発にも携わった。ロッジを運営する前は、炭焼きを
していた。ロッジを運営しててからは、忙しくて外を
見ている暇もなかったよ。》と、利作さん。

２４歳・２２歳当時　（昭和３７年） 現　在

◉ 今の時代に思うこと
　《今でも夏場はトマトを育てて、冬はロッジへ行っ
ている。トマトが終われば、ロッジにある約５００
台のレンタル用品の手入れをしないと、オープンに
間に合わなくて、休んでられないね。》と、元気な様
子の利作さん。
　サダさんが、《体の動くうちはロッジに行ったりし
て働かないとね。家でぼんやりとしていてもしょう
がない。踊りをやったり遊んで息抜きしながら、仕
事をしていくよ。》と、話してくれました。

利根沼田医師会 休日夜間急患診療所
沼田利根医師会地域医療センター

日曜、祝日、年末年始（12/31～ 1/3）
午前9:45～11:30　午後1:00～ 3:30
※年末年始は午後2:30まで

毎週火・水・木・金曜日
※祝日、年末年始を除く
午後6:45～ 9:30　☎（２４）１１９９口座振替の方は事前に残高確認を！

場 　 　 所
休 日 診 療
診  療  日
診 察 時 間

夜 間 診 療
診  療  日

受 付 時 間

今月の納期は1月31日（木）です！

◆ ◆

◆ ◆

◆ ◆

固 定 資 産 税

国 民 健 康 保 険 税

上　下　水　道　料

第 4 期

第 7 期

第 5 期

窓
口
か
ら

平
成
30
年
11
月
20 

日 

〜

平
成
30
年
12
月
19
日

お

く

や

み

お

め

で

た

結果は下表のとおりで、今後も測定を続け公表していきます。
なお、品目は主な献立のみ記述してあります。

学校及び保育所の給食についての放射性物質
測定結果のお知らせ

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん 

１
人

　

星
野　

芳
和　

男　

友
柊　

花　

咲

◆
亡
く
な
ら
れ
た
方 

５
人

　

松
井　

幸
作　

62
歳　

築　

地

　

宮
田　

森　
　

88
歳　

東
小
川

　

須
藤　

隆
史　

78
歳　

東
小
川

　

髙
山　

り
め　

94
歳　

土　

出

　

萩
原　

や
ま　

94
歳　

戸　

倉

町
村
監
査
功
労
者
と
し
て

入
澤
登
喜
夫
さ
ん
（
越
本
）

が
全
国
表
彰

　

永
年
に
わ
た
り
、
片
品
村

監
査
委
員
と
し
て
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

入
澤
登
喜
夫
さ
ん
（
越
本
）

が
全
国
町
村
監
査
功
労
者
表

彰
式
で
監
査
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
澤
さ
ん
は
、
平
成
23
年

５
月
に
片
品
村
監
査
委
員
に

選
任
さ
れ
現
在
ま
で
、
２
期

８
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職

さ
れ
、
片
品
村
行
政
の
監
査

と
い
う
重
責
を
担
っ
て
き
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

※なお、ヨウ素 131 については、半減期が約 8日と短くまた検出もされませ
　んでしたので表には載せてありません。
※放射性測定器は役場農林建設課と花の駅にありますのでご予約の上ご利
　用ください。

町村監査功労者の入澤登喜夫さん

ゆ
う
ひ
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
御
家
族
そ
ろ
っ
て
、
輝
か
し
い

新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
行
政
運
営
に

つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
は
交
流
の
拠
点
施

設
と
し
て
「
道
の
駅
尾
瀬
か
た
し

な
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
入
館
者
は

予
想
を
超
え
る
順
調
な
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
４
月
と
10
月
に
、
県
内
外
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
大
清
水
湿
原
再
生

の
た
め
水
芭
蕉
３
千
株
の
植
栽
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

村
長
に
就
任
以
来
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
を
始
め
中
国
、
台
湾
で

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
台
湾
埔
心
郷
と
友

好
交
流
の
調
印
も
交
わ
し
、
交
流

が
加
速
し
て
い
く
と
思
い
ま
す

が
、
管
内
市
町
村
と
も
協
力
を
強

化
し
、
周
遊
な
ど
で
手
を
携
え
共

存
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
増
加
を
図
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

農
業
で
は
片
品
ト
マ
ト
セ
ン

タ
ー
の
選
果
機
を
全
面
改
修
し
、

朝
採
り
ト
マ
ト
を
い
ち
早
く
消
費

者
の
元
へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
台

湾
で
開
催
さ
れ
て
い
る
台
中
フ

ロ
ー
ラ
世
界
博
覧
会
群
馬
県
ブ
ー

ス
に
片
品
産
の
ア
ジ
サ
イ
が
展
示

さ
れ
銀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

た
片
品
中
学
校
の
改
築
工
事
も
順

調
に
進
み
、
充
実
し
た
環
境
の
な

か
、
３
学
期
か
ら
は
新
し
い
校
舎

で
勉
強
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
は
、
須
賀
川
バ
イ
パ
ス

が
開
通
し
狭
い
橋
梁
が
改
善
さ
れ

幹
線
道
路
の
安
全
が
更
に
担
保
さ

れ
て
い
ま
す
。
関
係
機
関
と
調
整

し
、
今
後
も
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
力

を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
人
口
減
少
や
経
済
の

活
性
化
な
ど
課
題
は
山
積
で
は
あ

り
ま
す
が
、新
た
な
元
号
の
も
と
、

魅
力
あ
る
村
づ
く
り
の
創
造
に
む

け
、
議
員
の
皆
様
と
と
も
に
将
来

を
見
据
え
、
着
実
に
一
歩
一
歩
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
村
民
の

皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
村
議
会
の
活

動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す

と
、
７
月
に
は
西
日
本
を
中
心
に

平
成
30
年
７
月
豪
雨
が
発
生
し
、

ま
た
、
９
月
に
は
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
が
発
生
し
、
各
地
で
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
て
多
く
の
尊
い

命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
教
訓
と
し
た
防
災
・

減
災
対
策
は
、
い
か
な
る
時
も
対

応
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
備
す

る
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

村
内
で
は
幸
い
に
し
て
大
き
な

被
害
は
な
く
、
皆
様
と
共
に
新
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う

れ
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

片
品
村
に
お
い
て
は
、「
道
の

駅
尾
瀬
か
た
し
な
」
が
７
月
に

オ
ー
プ
ン
し
、
11
月
に
は
悲
願
で

あ
り
ま
し
た
国
道
１
２
０
号
須
賀

川
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、
見
通
し

の
良
い
安
心
・
安
全
な
道
路
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
発
展
が
村
民
生
活
の

豊
か
さ
に
ど
れ
だ
け
寄
与
で
き
て

い
る
の
か
見
極
め
な
が
ら
、
責
任

世
代
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り

と
担
い
、
時
代
を
担
う
子
ど
も
達

に
受
け
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
天
皇
陛
下
が
退
位
さ

れ
、
新
元
号
と
な
る
新
た
な
年
と

な
り
ま
す
。

　

片
品
村
で
は
、
少
子
高
齢
化
の

急
速
な
進
行
に
対
し
て
、
村
を
挙

げ
て
知
恵
を
絞
り
、
人
口
減
少
対

策
と
地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
、
私

た
ち
議
員
も
新
た
な
時
代
感
覚
の

中
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
そ
の

一
翼
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
片
品
村
が
更
に
発
展

す
る
た
め
、
村
民
の
皆
様
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
無
病
息
災
で
健
康

で
幸
せ
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に

心
か
ら
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
成
31
年
の
新
春
を
健
や
か

に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
し
、

謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
、
本
村
の

教
育
行
政
の
推
進
に
対
し
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
片
品
中
学
校
の
新
校
舎

に
つ
き
ま
し
て
は
、
12
月
に
完
成

し
、
冬
休
み
中
に
引
っ
越
し
を
行

い
、
３
学
期
か
ら
使
用
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
木
造
平

屋
、
冷
暖
房
完
備
の
素
晴
ら
し
い

校
舎
で
す
。
今
後
、
快
適
な
環
境

の
中
で
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送

れ
る
わ
け
で
す
が
、
校
舎
建
て
替

え
に
当
た
り
、
生
徒
・
保
護
者
の

皆
様
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
方
に

は
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、「
第
43
回
全
日
本
マ
ス

タ
ー
ズ
ス
キ
ー
選
手
権　

尾
瀬
片

品
大
会
」（
第
44
回
大
会
も
片
品

村
で
開
催
）
が
、
平
成
31
年
２
月

28
日
（
木
）
〜
３
月
３
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
は
ア
ル

ペ
ン
競
技
が
「
ホ
ワ
イ
ト
ワ
ー
ル

ド
尾
瀬
岩
鞍
」、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
競
技
が
「
水
芭
蕉
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
（
旧
片
品
北
小

校
庭
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
の
北
側

遊
歩
道
等
を
使
用
す
る
新
コ
ー

ス
）」
と
な
り
ま
す
。
期
間
中
は
、

選
手
・
役
員
で
総
勢
１
，
０
０
０

人
く
ら
い
の
方
々
が
来
村
す
る
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
本
年
が
村
民

の
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
き
年
に

な
る
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
30
年
主
な
出
来
事

▼
７
月
21
日　

道
の
駅

　

尾
瀬
か
た
し
な
グ
ラ
ン
ド

　

オ
ー
プ
ン

▼
11
月
８
日　

台
湾
彰
化
縣

　

埔
心
郷
と
調
印

▼
11
月
13
日　

片
品
村

　

功
労
者
表
彰
式

▼
11
月
17
日　

国
道
１
２
０
号

　

須
賀
川
バ
イ
パ
ス
開
通

教育長　吉野隆哉

議長　星野栄二 村長　梅澤志洋
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届け、子どもたちの声 !!　中学生議会　開催 !! 　　　　　　　　　　　　　　　～中学生４１名が議員となり政策の提案～

（中学生議会の一部を抜粋し分野ごとに紹介しています）質疑応答

　１１月３０日（金）、役場２階の議会議事堂を会場に、片品中学校３年生の生徒４１人が参加し「片品村中学生議会」
が開催されました。
　子どもたちは、テーマごとの１０グループに分かれ、村議会と同じように議会を進め、村長に対し質問や提言な
どを述べました。
　今回の中学生議会は、中学生が村政などに関して事前に行った勉強会の中で、自分たちが住む地域の身近な問題
について、意見交換を重ね、それぞれが練り上げた疑問点や提案を質問として投げかけました。

【課題】
・障害者手帳を持った人が多くいるが、村の障害
者雇用がわからない。
・避難場所の数が少ない。
【提案】
・障害者雇用について、内容を教えてほしい。また、
雇用を促進してほしい。
・高齢者や障害者、みんなのために避難所を増や
してほしい。車で移動できない恐れがあるため、
歩いて行ける距離に避難所を設置してほしい。

【村長の答弁】
　現在片品村には、身体障害者手帳の交付を受けている
方の２８％が、１８歳から６４歳までの方で、障害の程
度が軽い方は村内外の企業に雇用されている。村内では、
役場、農協、桜花苑などで 雇用をしているが、地域の特
性として自営で農業や宿泊業を営んでいる方が多数であ
る。障害者雇用促進のため、村内企業を始め利根沼田地
域の企業に対し、推進に努めます。
　片品村内の避難所について、指定緊急避難場所が９カ
所の内、福祉避難場所が１カ所。歩いて避難できる地区
避難所は３２カ所指定している。通信については、ＮＴＴ 
ドコモと協力し各避難所に無料充電サービス、Ｗi－Ｆi の
設置などを依頼して、対応していく計画です。

【課題】
・公園など少ない中、遊具が古かったり家から遠
く不便が多い。
・保育園での延長保育の時間が短く、親が共働き
で夜遅くなると迎えが不便になる。
【提案】
・公園に遊具を設置するだけでなく、片品らしく
自然を生かした公園を設置してほしい。
・利根沼田エリアで働いている人は、家に着くの
が遅くなり迎えに行けないため、親の負担を和ら
げるため延長保育時間を長くしてほしい。

【村長の答弁】
　現在、事業としてお母さん達が中心となり開催する、
自然遊びのプレイパークを年４回開催している。片品の
植物を植え、自然を生かした公園整備は、多くの関係機
関との調整等、すぐに実現できるものではないが、関係
機関のご意見を取り入れながら幅広く検討していきたい。
　片品保育所では、１１時間保育を実施しており、午前
７時３０分から午後６時３０分までの保育に対応が可能
となっている。これは、保護者のフルタイム勤務に、必
要となる通勤時間を考慮して設定しているが、現在、午
後６時３０分までの利用者はなく、実態に合った保育時
間と考えている。今後、働き方改革等により保育を必要
とする家庭が増えた場合、保護者のご意見を踏まえ関係
機関と検討していきたい。

　片品村の将来を担う中学生の皆様が、議会の模擬体験を通して、村民生活と行政との関わりや村が直面す
る様々な課題を考えるとともに、選挙権が１８歳以上になったことを踏まえ、議会の役割・地方自治や民主
主義の仕組み、さらには村の取り組みについて学習することを目的に開催されています。
　中学生議会を通じて、『村は自分たちが積極的に参加して初めて住みやすいところになる』ということを理
解するための良いきっかけとなってほしいと考えています。

中学生議会について…

【課題】
・人口減少とともに、農業就労者数も減少してい
るため、このままでは農業が衰退してしまう。

【提案】
・ホームページを利用し、特産物を販売してみて
はどうか。
・最近人気のある果実系の収穫体験や農業体験を
通して、農業への関心を高め活性化につなげてほ
しい。

【村長の答弁】
　インターネット販売について、旧かたしなやでは行っ
ていたが、大きな成果を上げる事が出来ず、道の駅に新
しい農産物直売所ができ、以前に比べ多くの野菜の店頭
販売が可能になり、まずは片品村に来たお客様を優先し
たいと考え、休止している。今後も、片品村の農業振興
を目指し、農家の方々と協力しながら、店頭商品の充実
に努めるとともに、道の駅ホームページの内容やイン
ターネット販売を研究していきたい。
　片品村振興公社で取り扱った H２９年度の農業体験は
小学生が多く、人数は２，４９０人で、その内容は田植
えや野菜などの種まき、りんごなどの収穫など多様な農
作業体験となっている。このような農業体験旅行の受け
入れを積極的に行い片品村の活性化につなげたい。

農業

【課題】
・イベント時の来客数は多いが、それ以外の日で
は少ないように見える。
・サービスについて、食事面での充実のなさを感
じた。
【提案】
・メニューのバリエーションが少ないため、村の
特産品を使用したメニューを増やしたり、季節
限定メニューを販売してほしい。
・地域に密着した道の駅となるように、授業で作
成したリーフレットを活用し、道の駅を観光情
報の発信源にしていきたい。

【村長の答弁】
　かたしな食堂では、名水百選に選ばれた水から作った
尾瀬名水うどん、季節の野菜や山菜を使った天ぷらなど、
スナックコーナーでは、片品村の特産品を使用した
ジュース・ソフトクリームなど、村民キッチンでは、村
民が料理人となり週替わりで、片品ならではの料理を提
供しているように、片品村の特徴を活かした材料を使用
し、限定メニューなど取り入れている。しかし、アンケー
トでメニューが少ないという意見があるため、今後工夫
をし、多くのお客様に来ていただけるよう充実を図って
いきたい。
　授業で作成した、「かたしな紀行」を拝見したが、地
域を１つ選び、擬古文 ( ぎこぶん ) で旅人に紹介する文
章で、道の駅から観光地へ足を運べるよう工夫された、
リーフレットだと思う。皆さんの意見も参考にし、お客
様に喜んでいただける充実した道の駅となるよう、検討
していきたい。

【課題】
・近年、観光客数が減少傾向にあり、更に減少し
てしまうのではないか。
・ふるさと納税での返礼品に、魅力が感じられな
い。
【提案】
・村を知ってもらい知名度を上げるため、マス
コットキャラクターなどの広告塔が必要と考え
る。
・返礼品にはツアー関係が少ないため、尾瀬を絡
めたツアーを開催することで観光客が増えたり、
財政も潤うのではないか。

【村長の答弁】
　現在、村の公式キャラクターはありません。皆さんが
水芭蕉などをモチーフにして考えたゆるキャラを拝見し
たが、大変かわいらしいキャラクターになっているので、
各関係機関と協議し、どのように活用できるか検討して
いきたい。
　個人で申し込みをするふるさと納税の返礼品として、
複数の方が参加されるツアーを設定することは難しいと
考えられるが、観光資源である「尾瀬」を最大限活用し、
ふるさと納税をされた方を、片品村に呼び込めるような
手法は大変素晴らしいと思う。今後の返礼品を考えてい
くうえで参考にさせていただきたい。

優しい村づくり

子育て支援 道の駅の活性化

宣伝活動
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家
族
の
介
護
教
室
　
開
催
!!

　

毎
年
11
月
11
日
の
介
護
の
日
に

合
わ
せ
て
、
自
宅
で
介
護
を
し
て

い
る
方
の
介
護
技
術
の
向
上
と
介

護
疲
れ
解
消
の
た
め
に
様
々
な
講

演
会
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

介
護
を
し
て
い
な
い
方
に
も
、
介

護
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
呼
び
か
け

開
催
し
ま
し
た
。

降
雪
安
全
祈
願
祭
実
施

　

平
成
26
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ぐ

ん
ま
緑
の
県
民
基
金
市
町
村
提
案

型
事
業
は
、
越
本
太
田
地
区
の
間

伐
事
業
か
ら
始
ま
り
全
６
地
域
の

森
林
や
竹
林
の
整
備
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

須
賀
川
共
有
林
組
合
所
有
の
伐

採
現
場
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
手

前
）
は
28
年
度
の
事
業
で
皆
伐
さ

れ
、
国
道
１
２
０
号
の
陽
当
た
り

も
良
く
な
り
御
座
入
方
面
も
見
渡

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

善
　
意
　

寄
贈

　

一
、
ベ
ン
チ　

10
台

　

川
場
村
の
（
株
）
関
工
務
所
（
清

和
会
会
長
・
鈴
木
忠
志
さ
ん
、
代

表
取
締
役
・
関
真
一
さ
ん
）
か
ら
、

片
品
村
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
昨

年
に
引
き
続
き
ベ
ン
チ
10
台
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
心
尽
く
し
に
感
謝
申
し
上

げ
、ご
趣
旨
に
添
う
よ
う
保
育
所
・

道
の
駅
尾
瀬
か
た
し
な
で
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。関工務所よりベンチが寄贈されました

（やわらかいきんぴらごぼうと、
ゼリー状のきんぴらごぼう）

植林の様子

◇
11
月
30
日
（
金
）

｢

ス
マ
イ
ル
ケ
ア
食｣

っ
て
？
よ
く

噛
ん
で
食
べ
て
み
よ
う
！
〜
介
護

食
の
試
食
会
と
お
口
の
ケ
ア
の
話

〜
　

歯
科
衛
生
士
の
大
谷
富
佐
江
さ

ん
か
ら
、
お
口
の
健
康
が
全
身
の

健
康
に
つ
な
が
る
こ
と
、
お
口
の

体
操
の
方
法
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ま
た
、
ヘ
ル
シ
ー
フ
ー
ド

株
式
会
社
の
担
当
者
よ
り
、
ト
ロ

ミ
剤
の
活
用
方
法
や
介
護
食
品
の

食
べ
比
べ
、
役
場
保
健
福
祉
課
の

栄
養
士
に
よ
る
介
護
食
の
レ
シ
ピ

の
紹
介
や
試
食
を
し
ま
し
た
。
実

際
に
試
食
す
る
こ
と
で
、
ト
ロ
ミ

剤
の
特
徴
や
、
介
護
食
の
柔
ら
か

さ
や
飲
み
込
み
や
す
さ
を
実
感
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

◇
12
月
11
日
（
火
）

ア
ロ
マ
で
不
調
改
善
♡
セ
ル
フ
ケ

ア
オ
イ
ル
作
り
〜
自
分
だ
け
の
オ

イ
ル
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
〜

　

ハ
ッ
ピ
ー
ル
ー
プ
（
白
沢
町
）

入
澤
安
奈
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
会
の
後

半
に
は
、
セ
ル
フ
ケ
ア
用
の
ア
ロ

マ
オ
イ
ル
を
作
り
ま
し
た
。
参
加

者
が
改
善
し
た
い｢

風
邪
予
防
・

免
疫
力
ア
ッ
プ｣｢

冷
え
・
む
く
み

の
ケ
ア｣｢

肩
こ
り
・
腰
痛
・
筋
肉

痛
の
ケ
ア｣

に
分
か
れ
、
自
分
に

あ
っ
た
香
り
や
効
能
を
選
ん
で
行

い
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
認
知
症

予
防
や
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
活

用
さ
れ
て
い
る
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

に
触
れ
、
自
分
の
体
調
を
講
師
に

相
談
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
好
評
で
し
た
。

寄
付

一
、
金
二
〇
五
，〇
〇
〇
円

　

片
品
村
ス
キ
ー
場
連
絡
協
議
会

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
に

役
立
て
て
欲
し
い
と
、
片
品
ア
ル

ペ
ン
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

二
〇
五
，〇
〇
〇
円
の
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
心
尽
く
し
に
感
謝
申
し
上

げ
、
選
手
強
化
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

12
月
７
日
（
金
）
笠
科
神
社
に

お
い
て
降
雪
・
安
全
祈
願
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

師
走
に
入
り
片
品
村
の
一
大
産

業
で
あ
る
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
到

来
し
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
い
降
雪
と
関
係
す
る

全
て
の
方
々
の
安
全
を
願
う
た

め
、
各
ス
キ
ー
場
・
民
宿
旅
館
関

係
者
の
方
々
を
始
め
と
し
て
、
各

団
体
代
表
の
方
に
も
ご
臨
席
を
賜

り
、
約
40
名
の
出
席
者
の
な
か
、

厳
か
に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基
金
市
町
村
提
案
型
事
業
で

大
山
桜
を
植
林
!!

　

計
画
に
あ
っ
た
広
葉
樹
の
植
林

を
当
時
の
景
観
審
議
会
委
員
さ
ん

と
須
賀
川
地
区
の
有
志
で
43
本
の

大
山
桜
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

急
斜
面
に
硬
い
地
盤
で
し
た

が
、
作
業
に
あ
た
っ
た
皆
さ
ん
お

疲
れ
様
で
し
た
。（

農
林
建
設
課
）

ニュース

07 広 報 か た し な        H31 . 1 広 報 か た し な        H31 . 1
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第
49
回
片
品
村
子
ど
も

会
上
毛
か
る
た
大
会

　

12
月
２
日
（
日
）
に
片
品
中
学

校
格
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
か
ら
１
０
８
名
の
子
ど
も

会
員
が
集
い
、
団
体
・
個
人
に
分

か
れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
低
学
年
個
人

　

優　

勝　

吉
野　

碧
紀（
６
区
）

　

準
優
勝　

星
野　

彩
加（
８
区
）

　

第
３
位　

星
野　

琉
生（
１
区
）

小
学
生
高
学
年
個
人

　

優　

勝　

吉
野　

芹
香（
６
区
）

　

準
優
勝　

萩
原　

柚
夏（
６
区
）

　

第
３
位　

松
浦　
　

燦（
３
区
）

中
学
生
個
人

　

優　

勝　

吉
野　

結
音（
６
区
）

　

準
優
勝　

川
合
菜
々
海（
８
区
）

　

第
３
位　

星
野　

圭
亮（
４
区
）

12
月
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
２
回
片
品
村
人
権
総
合
推
進
会
議
・
い
じ
め

防
止
子
ど
も
会
議

　

12
月
６
日
（
木
）
片
品
村
文
化

セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
お
い
て
、
第

２
回
片
品
村
人
権
総
合
推
進
会
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
片
品
村
人
権

推
進
方
針
を
も
と
に
小
学
校
、
中

学
校
で
実
践
さ
れ
た
人
権
学
習
へ

の
実
践
や
取
組
み
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

小
学
校
で
は
人
と
関
わ
る
事
か

ら
人
権
を
考
え
る
こ
と
、
中
学
校

で
は
挨
拶
や
感
謝
の
言
葉
、
謝
罪

の
言
葉
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
事
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
け
る
注
意
点
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
小
中
学
生
の

取
組
み
を
通
し
て
各
団
体
や
家
庭

に
お
い
て
も
人
権
教
育
が
推
進
さ

れ
る
よ
う
共
通
理
解
を
図
り
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
る
と

人
権
侵
害
や
理
不
尽
、
困
難
に
直

面
す
る
場
面
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
時
、
適
切
な
対
応
を

と
っ
た
り
、
く
じ
け
た
り
し
な
い

よ
う
に
、
村
全
体
の
人
権
意
識
を

高
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

に
た
く
ま
し
さ
を
育
て
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

人権総合推進会議の様子

　

去
る
12
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で

の
８
日
間
、
12
月
定
例
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
改
正
、
平
成
30
年
度
補

正
予
算
な
ど
重
要
な
案
件
が
審
議

さ
れ
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
の
一
部
改
正

・
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
片
品
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
片
品
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◎
諮
問

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

幡
谷　

千
明
ふ
さ
子

◎
補
正
予
算

　

平
成
30
年
度
の
各
会
計
補
正
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
（
第
３
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
４
千
４
万
５
千
円

小
学
生
低
学
年
団
体

優　

勝　

３
区
Ａ
チ
ー
ム

（
星
野
茜
里
・
戸
丸
心
菜
・
星
野

美
咲
）

準
優
勝　

６
区
E
チ
ー
ム

（
梅
澤
華
音
・
梅
澤
詩
音
・
星
野

埜
の
風
）　

第
３
位　

６
区
Ｂ
チ
ー
ム

（
吉
野
孝
紀
・
萩
原　

雫
・
梅
澤

晴
天
）

小
学
生
高
学
年
団
体

優　

勝　

５
区
Ａ
チ
ー
ム

（
笠
原
凜
音
・
池
田
愛
佳
・
笠
原

彩
瑚
）

準
優
勝　

８
区
Ａ
チ
ー
ム

（
入
澤
佑
太
・
中
畑　

亮
・
川
合

優
海
）

第
三
位　

６
区
Ａ
チ
ー
ム

（
星
野
そ
よ
風
・
田
邊
瑠
南
・
吉

野　

漣
・
萩
原
伊
吹
）

中
学
生
団
体

優　

勝　

１
区
Ｂ
チ
ー
ム

（
小
池
彪
磨
・
髙
橋
賢
太
・
今
井

悠
貴
）

準
優
勝　

１
区
Ａ
チ
ー
ム

（
小
池
瑠
衣
・
小
池
瑠
奈
・
星
野

英
里
）

第
三
位　

８
区
Ａ
チ
ー
ム

（
入
澤
怜
美
・
星
野
優
希
・
中
畑

芽
生
）

　

以
上
の
個
人
・
団
体
の
優
勝
者

が
12
月
15
日
（
土
）
に
第
49
回
利

根
郡
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
片
品
村
の
代

表
と
し
て
、
立
派
な
成
績
を
納
め

て
き
ま
し
た
。

（
団
体
中
学
生
の
部
は
繰
上
で
準

優
勝
チ
ー
ム
が
出
場
）

郡
大
会
結
果

小
学
生
低
学
年
個
人

第
４
位　

吉
野　

碧
紀
（
６
区
）

小
学
生
高
学
年
個
人

優　

勝　

吉
野　

芹
香
（
６
区
）

中
学
生
個
人

第
３
位　

吉
野　

結
音
（
６
区
）

小
学
生
低
学
年
団
体

第
３
位　

第
３
区
子
ど
も
会

（
星
野
茜
里
・
戸
丸
心
菜
・
星
野

美
咲
）

小
学
生
高
学
年
団
体

第
４
位　

第
５
区
子
ど
も
会

（
笠
原
凜
音
・
池
田
愛
佳
・
笠
原

彩
瑚
）

中
学
生
団
体

第
３
位　

第
１
区
子
ど
も
会

（
小
池
瑠
衣
・
小
池
瑠
奈
・
星
野

英
里
）

　

小
学
生
高
学
生
個
人
の
部
で
優

勝
さ
れ
た
吉
野
芹
香
さ
ん
（
第
６

区
子
ど
も
会
）
に
つ
い
て
は
、
２

月
９
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
す

県
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。
ご
健
闘

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

早
朝
よ
り
大
会
運
営
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
地
区
役
員
、

本
部
役
員
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。　
　
（
教
育
委
員
会
）

　

ま
た
、
推
進
会
議
の
後
は
引
き

続
き
小
学
生
2
名
、
中
学
生
7
名

が
参
加
し
、
い
じ
め
防
止
子
ど
も

会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
千
明
淳

之
介
く
ん
（
中
３
）
の
司
会
進
行

の
も
と
、
小
中
各
学
校
で
実
施
し

た
い
じ
め
防
止
に
向
け
た
取
組
み

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
学
校
代
表
の
み
な
さ
ん
、
お

疲
れ
様
で
し
た
。（
教
育
委
員
会
）学校代表のみなさん

が
追
加
さ
れ
、
予
算
の
総
額
が
41

億
９
千
８
２
７
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、県
補
助
金
、

普
通
交
付
税
な
ど
が
増
額
さ
れ
ま

し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
土

地
改
良
事
業
、
体
育
施
設
管
理
事

業
、
給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
な

ど
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

３
号
）

　

給
与
改
定
等
に
よ
る
職
員
人
件

費
の
変
更
及
び
老
朽
管
布
設
替
え

の
た
め
、
歳
出
予
算
の
う
ち
総
務

費
を
44
万
９
千
円
減
額
し
、
施
設

費
を
44
万
９
千
円
増
額
し
た
た

め
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

○
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
２
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
４
万
９
千
円
が
追

加
さ
れ
、
予
算
の
総
額
が
６
億
１

千
５
８
０
万
８
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
の
増
額
、
繰
入
金
が
減
額
さ
れ

ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
諸
支
出
金

が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
下
水
道
事
業
等
特
別
会
計
（
第

３
号
）

　

給
与
改
定
等
に
よ
る
職
員
人
件

費
の
変
更
及
び
委
託
料
の
額
確
定

の
た
め
、
歳
出
予
算
の
う
ち
総
務

費
を
８
万
９
千
円
増
額
し
、
施
設

費
を
８
万
９
千
円
減
額
し
た
た

め
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

ニュース
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歳末助け合い募金にご協力ありがとうございました
　共同募金会片品村支会では、歳末助け合い募金運動を実施しました。各組長さん及び民生委員さんにご協力
をいただき、村内各戸並びに法人・事業所等に募金の協力をお願いしましたところ、多くの方々から募金をい
ただきました。募金総額は片品村全体で１，４５４，８４７円が集まり、片品村社会福祉協議会に配分され地域
福祉サ－ビス事業等に使わせていただきます。
　次のとおり報告し、今回の募金のお礼とさせていただきます。ご協力ありがとうございました。募金実績額 （単位：円）

平成３０年度歳末募金内訳表（戸別）

法人等歳末募金内訳表 法人は募金額順（単位：円）

（単位：円）

ご協力ありがとうございました ～赤い羽根共同募金～

　赤い羽根共同募金運動を実施しましたところ、各組長さんをはじめ、村
民皆様のご協力によりまして、８０５，１０２円の募金が集まりました。
募金実績額については、次の表のとおりです。
　皆様のご協力に感謝申し上げ、お礼とさせていただきます。ありがとう
ございました。

地区名
須賀川
御座入
菅　沼
築　地
下　平
摺　渕
幡　谷
鍛冶屋
栃久保
登　戸
山　崎

募金額  
42,000
19,500
17,000
15,000
23,000
28,000
15,500
19,000
14,500
41,500
16,500

地区名
栗　生
針　山
下小川
中　井
穴　沢
上小川
太　田
細工屋
阿　村
上　而
中　里

募金額   
12,000
8,000
20,000
23,000
20,500
30,500
14,500
12,000
10,500
18,000
10,500

地区名
新　井
古　仲
伊閑町
閑　野
戸　倉
鎌田（１）
鎌田（２）
鎌田（３）
鎌田（４）
鎌田（５）
世帯計

募金額    
25,500
23,500
19,000
9,000
26,000
27,000
32,000
23,500
23,500
48,000
688,000

   団体名
片品小学校
募金箱協力店
　
役場職員他
社協職員
　
　

合　　　計

募金額　
　4,990
38,599

64,981
8,532

805,102

地域おこし協力隊
～　“小さくても輝く村”を目指す新しい力を　～

地 

域おこし
協力隊

　旧年中は大変お世話になりました。たくさんの方々に支えていただき、片品村で４年目の年越しをすることがで
きました。ありがとうございます。本年もご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

【かたしな「農」と「食」のはなし　第九話】　　～あけましておめでとうございます～

片品小学校児童代表の皆さん

～ニュース①群馬イノベーションマーケット出展～ 
　昨年１２月３日に前橋市の YAMADA グリーンドームで行われまし
た「群馬イノベーションアワード２０１８」内のマーケットに群馬県の推
薦で「片品村地域おこし研究会」としてブース出展をいたしました。
　アワードには群馬に関係する企業、団体、学校、自治体等が関わり、当日
は数千名の観覧者で賑わいました。そこで尾瀬の郷の地域おこしの PR
ができ、２０１９年に向けて様々なつながりをつくることができました。

～ニュース②地域おこしガールズトークvol.1 ～
　続いて１２月９日には、片品村、沼田市、川場村
に地域おこし協力隊として着任された女性隊員
の活動共有を北毛茶屋で行いました。内容として
は各隊員の移住動機や着任から現在までの経過
等、貴重なお話を伺うことができました。
　参加者は村内外から、民間、行政、議員、北毛・
西毛地域の高校生等が集い、議論や情報交換を行

（文・元地域おこし協力隊中村茉由／写真・六本木ユウジ）

片品村
地域おこし研究会
年間報告
▼日時
１月２４日（木）
午後５時～午後７時
（受付　午後４時３０分～）
▼会場
片品村商工会
２階会議室
▼参加費　無料
▼定員　３０名
▼申込・問い合わせ先
北毛茶屋内事務局
☎（２５）３５７７

いました。梅澤村長も駆けつけてくださり、激励のお言葉を頂戴いたしました。
　そこで改めて理解したのが、地域おこし協力隊制度の趣旨は「地域力の強化を
図るための担い手となる人材の確保」だということです。そのためには気持ちを
持ち「移住・定住」される方々に寄り添った柔軟な調整と環境づくりが必要です。
　これからも片品村地域おこし研究会は主体者として人と人、地域と地域をつな
げ、必要な情報や取り組みを共有できるネットワークを育み、より良い環境づく
りを行っていきたいと思います。
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
三
十
年
十
二
月
俳
句
会

教育委員会 2月の諸行事

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

☆生涯学習・社会体育関係
・第 43回全日本マスターズスキー選手権
　尾瀬片品大会

◇片小 
・新入学児童保護者説明会
・学校関係者評価委員会
・学校保健委員会③
・全校一斉漢字・計算テスト

　まだ寒い日が続きます。インフルエンザの
予防には、手洗い・うがいの励行と十分な栄
養と睡眠が大切です。ご家庭での指導をよろ
しくお願いします。

◇片中 
・新入生保護者入学説明会
・全中スキー大会（新潟）
・学校関係者評価委員会② 
・授業参観･PTA年度末総会等
・公立前期・連携型選抜
・１、２年期末テスト
・卒業・修了認定会議 

　新入生保護者入学説明会を 1 日午後３時
30分より開催します。説明会に先立ち、午後
２時 30 分から子育て講座を予定しておりま
す。新入生保護者皆様のお越しをお待ちして
おります。

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 図 書 室 カレンダー  2 月

月 火 水 木 金 土日

※午後１時３０分～５時３０分開室
※日曜、祝日　　　はお休みです。
※2月 23日 ( 土 )　読書会

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

ス
キ
ー
村
い
よ
い
よ
バ
イ
パ
ス
開
通
す

安
全
祈
願
村
人
つ
ど
ひ
渡
り
初
め

　
　
　
　
　

菅　

沼　

大
竹　

沙　

声
高
く
藁
を
散
し
て
十
日
夜

襟
立
て
て
芝
居
の
余
韻
暮
れ
早
し

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

栗
拾
ふ
栗
鼠
庭
走
る
台
風
過

野
分
あ
と
翔
て
美
し
群
れ
懸
巣

　
　
　
　
　

鎌　

田　

佐
藤　

文
子

秋
の
日
に
亡
き
人
に
聞
か
す
の
ど
自
慢

つ
い
に
来
た
風
花
舞
ふ
関
越
道

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

夫
の
忌
や
子
が
供
ぐ
タ
バ
コ
秋
深
し

枯
草
や
た
ん
ぽ
ぽ
一
輪
返
り
花

　
　
　
　
　

幡　

谷　

千
明　

政
夫

短
日
や
茸
駒
打
つ
材
を
切
る

着
ぶ
く
れ
て
句
座
え
と
バ
イ
ク
ゆ
つ
く

り
と

　
　
　
　
　

菅　

沼　

戸
丸
と
し
子

ほ
こ
り
舞
ふ
カ
ト
マ
ン
ド
ウ
暮
れ
星
冴

ゆ
る

機
内
に
て
拝
む
ヒ
マ
ラ
ヤ
寒
夕
焼

　
　
　
　
　

菅　

沼　

戸
丸　

富
子

新
米
の
艶
と
食
感
確
か
め
て

開
通
式
ふ
う
せ
ん
飛
ば
す
天
高
し

　マンションから見えるうっそうとした森。こんなところ
にどうしてあんな森が？そこに入って行く不登校の息子。
私は彼がわからない。どうしてあの子だけが？どうして？
　森に佇む一人の若い男。彼は何者？森と癒やしの物語。

著　乾　ルカ

森に願いを

か
た
し
な
映
画
会
大
盛
況

　
12
月
３
日
（
月
）
片
品
村
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
か
た

し
な
映
画
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
「
こ
の
世
界
の
片

隅
に
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
今

年
の
企
画
は
戦
争
時
の
生
活
を

テ
ー
マ
に
、
特
別
上
映
「
わ
た

し
の
戦
争
体
験
〜
千
明
政
夫
さ

ん
に
聞
く
〜
」
の
上
映
、
片
品

中
学
校
３
年
生
に
よ
る
社
会
科

戦
争
調
べ
学
習
の
展
示
、
尾
瀬

じ
ど
う
か
ん
図
書
室
に
よ
る

「
戦
争
関
連
図
書
展
示
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
片
品
小
学
校
児
童
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
方
が
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
お
か
げ
で
来
場
者
も
２

３
０
名
と
大
盛
況
の
う
ち
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
上
映
後
、
映
画
の
舞
台
と

な
っ
た
呉
市
へ
の
７
月
豪
雨
災

害
募
金
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
来

場
さ
れ
た
み
な
さ
ま
よ
り
６
３

９
０
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
12
月
12
日
に
呉

市
へ
送
金
い
た
し
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
か
た
し
な
映
画
会
は
、
大
き

な
ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
て
み
ん

な
で
鑑
賞
し
、
考
え
る
事
を

テ
ー
マ
に
作
品
を
選
定
し
、
毎

年
映
画
の
日
（
12
月
１
日
）
を

基
準
と
し
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
村
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）

小学生ボランティアの皆さん 開会式

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原
キ
ヨ
子

見
下
ろ
せ
ば
鷺
は
番
か
冬
の
池

老
木
に
今
年
も
一
枝
冬
桜

　
　
　
　
　

須
賀
川　

星
野
志
ず
子

新
茶
汲
む
朝
の
一
と
き
友
白
髪

遠
き
日
を
語
る
老
ど
ち
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

新
聞
と
句
帳
を
持
ち
て
炬
達
か
な

片
付
の
進
ま
ぬ
ま
ま
に
日
短

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

康
一

霊
前
に
菊
花
て
む
け
て
秋
彼
岸

穏
や
か
な
友
と
語
り
し
温
め
酒

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

自
ず
か
ら
脱
ぎ
し
褥
や
山
眠
る

着
替
へ
て
も
鏡
の
中
に
木
の
葉
髪

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

秋
明
菊
支
柱
に
す
が
る
吹
き
嵐

老
ひ
し
身
に
冬
将
軍
の
容
赦
な
く

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

湯
元
湖
の
水
面
彩
ど
る
浮
寝
鳥

枯
山
の
裾
や
啄
木
鳥
打
つ
廃
牧
場

28 日（木）～ 3/3（日）

 
5 日（火）
13日（水）
21日（木）
26日（火）

 
1 日（金）

4日（月）～ 7日（木）
8日（金）
8日（金）

13･14 日（水・木）
21･22 日（木・金）

25日（月）

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

企画展示の様子

　放送大学は、２０１９年４月入学生を募集しています。
　１０代から９０代の幅広い世代、約９万人の学生が、大学
を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で学んで
います。
　テレビによる授業だけでなく、学生は授業をインターネッ
トで好きなときに受講することもできます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、
約３００の幅広い授業科目があり、１科目から学ぶことがで
きます。
　放送授業１科目の授業料は、１１，０００円（入学金別）。
半年ごとに学ぶ科目分だけの授業料を支払うシステムです。
　全国にミニキャンパスといえる学習センターやサテライト
スペースが設置されており、サークル活動などの学生の交流
も行われています。

放送大学
４月入学生募集のおしらせ！

▼募集学生の種類
○教養学部
科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）
○大学院
修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）

▼出願期間
１２月１日～２月２８日、３月１日～３月１７日
（インターネット出願も受け付けております）

▼資料請求（無料）・問い合わせ先
放送大学群馬学習センター
☎０２７（２３０）１０８５
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事業用資産

償却資産を所有している方は、資産が所在する市町村に償却資産の申告をしていただく必要があります。

■償却資産とは
Ｑ. 償却資産ってなんですか？
Ａ. 償却資産とは、土地や家屋以外の事業用資産です。

■償却資産の例
Ｑ. 償却資産の対象になるものは何ですか？
Ａ. 会社や個人が事業のために所有している構
築物、機械、器具、備品などの資産です。

　会社や個人で工場や商店などを経営している方
や、駐車場やアパートなどを貸し付けている人が、
その事業のために用いている建物附属設備、構築
物、機械、工具・器具・備品などの固定資産を償却
資産といい、土地・家屋と同じように固定資産税
が課税されます。

償却資産（固定資産税）の申告をお忘れなく！

▼問い合わせ先　住民課　固定資産税担当　☎（５８）２１１６

土地

償却資産の対象となるもの（例）

・厨房設備
・レジスター
・カラオケセット
・冷蔵庫　など

・ブルドーザー
・ポンプ
・ポータブル発動機
・パワーショベル　など

・オイルチェンジャー
・洗車機
・ガソリン計量器
・照明設備　など

○平成３１年１月１日現在資産を所有している方は、１月３１日（木）までに提出をお願いします。

固定資産税の対象

家屋 償却資産

※自動車等は除外

建設業

飲食店飲食店

ガソリンスタンド

集中受付期間　
２月１日（金）～２８日（木）
申請場所　
　県利根沼田行政県税事務所　
　（沼田市薄根町４４１２　　利根沼田振興局
庁舎１階）
※ＪＡ利根沼田営農経済総合センター（昭和村
森下２８０９－１）内に、２月１３日（水）午前
９時３０分から午後４時まで臨時窓口を開設
します。
▼問い合わせ先
利根沼田行政県税事務所　☎（２２）４３３６
利根沼田農業事務所　☎（２３）０１８８

「農業用免税軽油の申請手続の
集中受付期間が始まります」
　軽油に課される軽油引取税（３２．１円／１Ｌ）は、
農業に使用する場合などは、あらかじめ手続きを行
うことで免除されます。

免除の対象　
　ほ場の耕うん、栽培管理等、農業者が農作業を行う
ために使用する機械の燃料として使用する軽油

手続き
１．あらかじめ県知事に「免税軽油使用者証」と「免税
証」の交付申請を行う
※申請には「耕作証明書」や使用する農業用機械の確
認書類が必要です
２．交付された「免税証」を、給油の際に軽油販売業者
に提出し、免税軽油を購入・使用する
３．使用後、伝票や領収書などとともに、数量などを
報告する

尾瀬交通規制に伴う
津奈木の案内係募集について
　片品村尾瀬交通対策連絡協議会では、平成３１年度
の戸倉～鳩待峠間の交通規制実施に伴い、津奈木の案
内係を募集します。
　募集人員は若干名で、性別は問いませんが、勤務時
間が長いため、健康に自信のある方を募集します。
　希望者は、「申込用紙」に必要事項を記入の上、１月
２５日（金）までに片品村尾瀬交通対策連絡協議会事
務局むらづくり観光課まで提出してください。

▼問い合わせ先
片品村尾瀬交通対策
連絡協議会事務局
（むらづくり観光課内）
☎（５８）２１１２

平成３１・３２年度 片品村入札
参加資格審査申請書受付について
　片品村の入札参加資格審査申請書（平成３１・３２
年度分）の受付につきましては、次のように実施され
ますのでよろしくお願いいたします。 

▼受付期間　２月１日（金）～２月２８日（木）

▼受付場所　片品村役場総務課
（群馬県利根郡片品村大字鎌田３９６７-３）

▼提出方法　持参のみ可

▼問い合わせ先　片品村役場総務課
☎（５８）２１１２
※詳しくは、片品村役場ホームページをご覧ください。

▼問い合わせ先　自衛隊群馬地方協力本部沼田地域事務所　☎（２３）４１１１

沼田税務署から確定申告に関する重要なお知らせ
１　確定申告に便利なＩＤ・パスワードを取得しましょう！
　平成３１年１月から、ｅ－Ｔａｘ利用手続が簡便化され、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で申
告書を作成し、ＩＤとパスワードを入力するだけで、ｅ－Ｔａｘで申告ができるようになります。
　ＩＤ・パスワードを使えば、マイナンバーカードやＩＣカードリーダライタをお持ちでなくても、ご自宅等からパ
ソコンやスマートフォンで簡単にｅ－Ｔａｘで申告することができ大変便利です（※１）。
　なお、ＩＤ・パスワードは税務署において５分程度で発行を受けられますので、取得されていない方は、是非お早め
に取得してください（※２）。
※１　マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタをお持ちの方は、「マイナンバーカード方式」によるｅ－Ｔａ
ｘがご利用いただけます。
※２　ＩＤ・パスワード取得の際は、運転免許証（写しでも可）などの本人確認書類をお持ちください。
 
２　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」が便利です！
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただくと、混雑する税務署の確定申告会場に出向か
なくても、ご自宅のパソコン・タブレット・スマートフォンから 24 時間いつでも申告書を作成いただけますし、ご
不明な点は電話で問合せできます。
　なお、申告書は、ｅ－Ｔａｘで送信（ＩＤ・パスワードを入力して送信又はマイナンバーカードを使って送信）、印
刷して郵送のいずれかにより提出できます。
　特に、ＩＤ・パスワードによるｅ－Ｔａｘは便利ですので、平成 30 年分の確定申告は、税務署でＩＤ・パスワード
を取得していただき、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、ＩＤ・パスワードによる
ｅ－Ｔａｘをご利用ください。
 
３　いつでもどこでもスマホで申告！
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、スマートフォンでも申告書が作成できます。
　平成３１年１月から、年末調整済みの給与所得者で、医療費控除又はふるさと納税などの寄附金控除を適用して申
告する方向けに、入力が簡単な「スマホ専用画面」を用意しており、ＩＤ・パスワードを利用してｅ－Ｔａｘで申告す
ることができますので、該当の方は「スマホ専用画面」をご利用ください。

平成３０年度自衛官等募集案内

自衛官候補生

URL　http://www.mod.go.jp/pco/gunma/

１８歳以上
３３歳未満

年間を通じて
行っています

１月２０日（日）
２月　９日（土）
３月　９日（土）

相馬原駐屯地（１月～２月）
新町駐屯地（３月）

種　　目 資　　格 受付期間 試験日 試験会場
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２０歳になったら国民年金
　国民年金は、年を取ったとき、病気や事故で障害が残っ
たとき、家族の働き手が亡くなったときに、働いている
世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みで
す。
　厚生年金保険加入者またはその加入者に扶養されてい
る配偶者以外の国内に居住する２０歳以上６０歳未満の
すべての人が加入することが義務付けられています。
　２０歳になったら忘れずに国民年金の加入手続きをし
ましょう！

【国民年金のポイント】
★将来の大きな支えになります！
　国民年金は２０歳～６０歳までの方が加入し、国民年
金保険料を納める制度です。
　国が責任を持って運営するため、安定していますし、
年金の給付は生涯にわたって保障されます。
★老後のためだけのものではありません！
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障
害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や事故
で一定程度以上の障害が残ったときに受け取れます。ま
た、遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入者に
より生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や
「子」）が受け取れます。

【「納付猶予制度」と「学生納付特例制度」】
　収入等が少なく国民年金保険料の支払いが厳しい場合

　１１月１９日（月）尾瀬じどうかんにおいて、３歳未満の乳幼児をもつ母親の自主
サークル「お母さんみんなあつまれ」でやきもちづくりを行いました。講師には食生
活改善推進員をお招きしました。昔、囲炉裏で焼いたやきもちの作り方の手順の写
真や、手作り紙芝居を親子に読み聞かせをし、実際にやきもちを作りました。１歳く
らいの子どもたちも小さな手で、ママと一緒に生地をこねこね、丸めて上手にお手
伝いができました。初めてやきもちを作ったお母さんもいて、「ふわふわでおいし
い。」「あんこもねぎみそもおいしい。」との声も聞かれました。

食文化の継承　～やきもち・たらし焼き～

新成人のみなさん　おめでとうございます

食育コーナー

年金だより

【第１層協議体について】
◇構成員は？
現在、各区から２名ずつ選出された方達で構成されています。
◇役割は？
・片品村全域の生活支援体制整備についての方針や課題の検討
・村全域で取り組むべき活動の検討や実施
・第２層協議体の取り組みの情報共有や、第２層協議体だけで
は対応が難しい課題の対応策の検討など

▼問い合わせ先
地域包括支援センター　　☎（５８）４０２０

▼日　程　：　１２月１３日（木）午後１時３０分～
▼場　所　：　役場２階会議室
　今回の協議会は、群馬県社会福祉協議会地域福祉課の山田真喜子様をお招きし、｢生活支援体制整備事
業と支え合いの地域づくりについて｣と題し、講義していただきました。山田様からは介護保険改正の背
景から、協議体の役割や地域住民だからこそできることとして、ゆるやかな見守りからお互いに気づき、
認め合い、つながり合って支えあう『お互いさまのまちづくり』についてわかりやすく説明いただきま
した。
　講義の終了後には、現在までの第 2 層協議体の取り組み状況の報告と、今後の第 1 層協議体の取り組
みやあり方 (構成員の選出方法等 )について慎重に審議していただきました。
　
以下、協議体構成員の方からの意見や感想を紹介します。
「なんで自分が構成員になったのか疑問だったが、説明を受けて納得できた。」
「将来は、自分にも必要になること。ぜひ協力していきたいと思う。」
「昨年、シニアカーが増えてきて安全面が課題となり要望を出したら、今年シニアカーの講習会をやって
もらえた。できることから少しずつだと思う。」
「地区の見守り隊をやっていて、高齢者に声かけをしているが、そこから先、どうやって支援していけば
いいのかと感じていた。そういうことが検討できたらいいと思う。」
「福祉委員など他の役員と内容が重なる部分がある。人も少なくなっており、協議体の担い手もいなくな
ると思う。」
「民生委員で南牧村を視察してきた。高齢化率が６０％を超え、８０歳を超えても役員をやらなければな
らない状況。片品村はまだまだ頑張れると思ったので、できることからやっていきましょう。」
｠
　貴重なご意見ご感想ありがとうございました。
　今後も、第１層協議体において、みんなで支えあうむらづくりの推進やその方法、第２層協議体から
の課題や要望、構成員の選出方法等、検討していく予定です。

◇これまでの活動は？
　協議会にて、生活支援体制整備事業についての講義を受けていただきました。　
　昨年度は、第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画策定時の専門部会の委員として、地区別福祉関係
者会議で集められた、地区の課題や要望をまとめました。　　
　また、地区によっては第２層協議体にも参加していただいております。

　１１月２６日（月）には鎌田の星野市子さんを講師にお招きし、小学生を対象に、たらし焼きづくりに挑戦しました。
　昔、片品村は田畑の少ない寒冷の山間地で、米が採れにくく、主に小麦粉やそば粉、粟、きびなどの雑穀を利用して、
やきもちやたらし焼きを作って、主食として食べられました。生地をたらして焼くことから「たらし焼き」と言われた
説もあるそうです。
　市子さんのたらし焼きにはコーンがたっぷり入っており、生地もぶ厚く、甘味噌をつけて食べるボリューム満点の
たらし焼きです。試食した子どもたちは「おいしい！」「100回おかわりしたい」と大好評でした。
　夏にとうもろこしを食べきれない時は粒もぎして冷凍庫にストックしておけば、一年中作れます。是非、お子さんと
一緒に作ってみてはいかがですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(保健福祉課 )

や学生の場合は納付猶予の制度があります。
◆納付猶予制度
　学生でない５０歳未満の方で、ご本人及び配偶者
の所得が一定額以下の場合に国民年金保険料の納付
が猶予される制度です。
※平成２８年６月以前の納付期間は、３０歳未満で
あった期間が対象になります。
◆学生納付特例制度
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の
所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、
大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校（修業年限 1 年以上である課程）、
一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
　これらの制度を希望される方は申請が必要ですの
で、役場住民課国民年金係または年金事務所にご相
談ください。

▼問い合わせ先
住民課国民年金係　　
☎（５８）２１１６
渋川年金事務所国民年金課　　
☎０２７９（２２）１６０７

今回は、第1層協議体についてご紹介します。

生活支援体制整備協議体（第1層）の協議会を行いました！

せいかつしえんたいせいせいびじぎょう

「み ん な で 支 え 合 う む ら づ く り」
生活支援体制整備事業
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おしらせ

広 報 か た し な        H31 . 119 広 報 か た し な        H31 . 1

月 火 水 木 金土・日

○いきいきくらぶ
○いきいきシル　
　バー教室
○スタイルアップ
　教室

○はつらつ　
　体操教室
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○親子歯科クリ　
　ニック・はにっ
　こくらぶ
○スタイルアップ
　教室

○七転び八起き会

○いきいきくらぶ
○沼田病院
　巡回診療

○おかあさん
　みんなあつまれ

○いきいきくらぶ
○スタイルアップ
　教室

○いきいきくらぶ○ベイビーサロン
　受付：午後１時
　～１時１０分

健康増進カレンダー 【2月】

○ぴんしゃん教室 ○七転び八起き会 ○いきいきくらぶ ○いきいきくらぶ

　この時期は新年会や厄落としなど、酒をたしなむ機会が
増える時期です。今回はお酒を楽しむための「飲酒ルール
１０か条」をご紹介します。

①談笑しながら楽しく食べながら、適量をゆっくりと
②強い酒は、水・湯・炭酸・お茶・ジュースなどで割って
　水分補給をしながら飲むと、肝臓のアルコールの分解が
助けられ、血中アルコール濃度が低く抑えられ、悪酔いや
二日酔いが防げます。
③週２日の休肝日を
　酒を飲むと肝臓に中性脂肪が蓄積され、胃腸の粘膜も荒
れます。長くお酒を楽しむためにも休肝日を設けましょう。
④イッキ飲みも人へのムリ強いも絶対にダメ
　大量の酒をイッキ飲みすると、血中アルコール濃度が急
上昇し、時には命の危険を及ぼすことも。
⑤薬と一緒に飲まない
　肝臓は、酒も薬も同時に分解します。肝臓の負担が重なり、
薬の分解能力が低下すると、薬の影響が長時間にわたって
体内に残り、生命に関わる事態も起きます。

　個人向け普通救命講習会を受講し、心肺蘇生法とＡＥ
Ｄ「自動体外式除細動器」の使用方法を身に付けましょう。
▼期日　２月１７日（日）
▼時間　午前９時～正午
▼場所　中央消防署
▼定員　２０人

群馬県の最低賃金が改定されました！　使用者も、労働者も、必ず確認、最低賃金！

お酒を楽しむためにほけんだより
⑥妊娠中と授乳期は絶対に飲まない
　妊娠中の女性の大量飲酒は、特異的な顔貌、
知能障害、発育障害、心臓の奇形など、先天的
な胎児性アルコール症候群の原因になります。
⑦飲酒後の運動や入浴は控えて
　運動や入浴により、血液が全身の筋肉に分散
されると、内臓に血液が集まりにくくなり、ア
ルコールの代謝速度を遅らせます。特に入浴時
に熱い湯をいきなり体にかけたり、熱い湯につ
かると、血圧は一時的に急上昇し、脳卒中や心
筋梗塞などの危険も。
⑧肝臓、胃腸、すい臓、心臓などの定期検査を
　日頃から健診を受け、数値を確認しておきま
しょう。
⑨未成年者の飲酒は、しない、させない、許さ
ない！ 
⑩飲んだら乗るな！乗るなら飲むな！飲酒運転
は絶対にダメ！

１１９番通報時に電柱の管理番号から通報場所を特定できるようになりました！
　群馬県内の６消防本部（利根沼田広域消防本部含む）で共同運用している「たか
さき消防共同指令センター」では、平成３０年１２月１日から TEPCO 光ネットワー
クエンジニアリング株式会社が提供する電柱位置検索システム「アットサーチ」の
運用を始めました。
　これは、電柱に付された管理番号を１１９番通報時に聞き取り、TEPCO 光ネット
ワークエンジニアリング株式会社のデータベースを活用して電柱の位置情報を検索
し、通報者の位置情報を特定するシステムです。
　県内では初の導入で、目標物が少ない地区や別荘地、山間部等の広大な土地に同
一の住所や地番が付されたエリアを管轄する利根沼田地域においては、１１９番通
報する際に効果が期待されるシステムです。
　１１９番通報時に公共施設等の目標物が近くにない場合には、最寄りの電柱の管
理番号をお伝えください。

▼問い合わせ先　利根沼田広域消防本部　☎（２２）３１３３

普通救命講習会参加者募集 ▼参加費　無料
▼申込場所　各消防署
午前８時３０分～午後５時まで
▼申込期間　２月１６日まで
（定員に成り次第、締め切り）
▼問い合わせ先　
中央消防署　☎（２４）１７３４
東消防署　　☎（５６）２３００

特定疾患等患者見舞金申請について
　片品村では特定疾患等の患者またはその保護者の方に見舞金を支給しています。
　特定疾患に認定された方は、必要なものを持参していただき、申請窓口までお越しください。
▼対象者
①「特定医療受給者証」または「小児慢性特定医療受給者証」をお持ちの方
②人工膀胱・人工肛門の手術をうけ身体障害者手帳の交付を受けている方

▼申請に必要なもの
特定疾患受給者証または身体障害者手帳、印鑑、預金通帳

▼申請窓口・問い合わせ先
保健福祉課　☎（５８）２１１５

○最低賃金は時間額で定められており、群馬県内すべての労働者とその使用者に適用されます。
○群馬県最低賃金（地域別最低賃金）は、平成３０年１０月６日から改正発効しています。特定（産業別）最低賃金は、
平成３０年１２月２０日に改正発効しました。

｠【製鋼・鉄素形材製造業最低賃金】
｠【一般機械器具製造業最低賃金】
｠【電気機械器具製造業最低賃金】
｠【輸送用機械器具製造業最低賃金】

群馬県最低賃金
（地域別最低賃金）

特
定
最
低
賃
金

発効日
平成３０年１２月２０日

発効日
平成３０年１０月６日

１時間 ８９７円
１時間 ８８６円
１時間 ８８６円
１時間 ８８６円

▼問い合わせ先　群馬労働局労働基準部賃金室　☎０２７（８９６）４７３７
前橋市大手町二丁目３番１号　群馬労働局ホームページアドレスhttps://jsite.mhlw.go.jp/gunma-roudoukyoku./

１時間 ８０９円
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